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自治体における自然災害を想定した

災害対応システムの利用イメージ
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官民協働危機管理クラウドシステム

○雨量データ、河川水位データ、ライブカメラ情報など、

災害対応に必要な観測情報は複数

→別々のシステムをそれぞれの画面で見なければならなかった

○雨量データ、河川水位データ、ライブカメラ情報などを

地図やグラフで１つの画面で表示

→災害情報を一元化して、監視しやすくする

従来の問題点と解決方法（１）
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官民協働危機管理クラウドシステム

○複数の班の間でタスクを実施するための情報のやりとりを支援

○事前の協定等にもとづく支援要請を発信し、他機関と情報の

やりとりを支援

→互いの情報共有やタスクのステータス管理ができ、災害対策
本部等が状況を確認できる

○庁内の複数の班で対応するタスクや、他機関と協力を依頼

するタスクは、電話やFAXで情報をやりとり

→庁内、外部機関との情報共有や、進捗管理に手間がかかる
のと、災害対策本部や他の班は状況を把握しにくい

従来の問題点と解決方法（２）
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官民協働危機管理クラウドシステム

○東日本大震災では、市町村、国、県、自衛隊、民間事業者の間

で、「どこで」、「誰が」、「何をしているのか」、 「何が起きている

のか」がわからなかった

→位置情報や地図が共有されてなかった

○地理空間情報を共有する標準技術を利用して情報共有を実現

例１）道路管理者からの通行不可の道路を地図上で確認しな

がら、避難所班の物資搬送迂回路などの判断を支援する

例２）避難所の場所や開設状況、収容人数を自衛隊や後方支

援者が把握し、救援物資を効率よく届ける

従来の問題点と解決方法（３）
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官民協働危機管理クラウドシステム

○既存の防災情報システムは都道府県などの上位機関への

被害報告に主眼を置いたシステムだった

→市町村は報告のために入力することから、自分たちのメリットが
あまりなかった

○各班の情報を活用しながら、都道府県への報告様式に容易に

情報を加工し、様式に合わせて自動または手動で出力が可能

→災害対応に負担がかからないように、都道府県へ報告が可能

従来の問題点と解決方法（４）
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官民協働危機管理クラウドシステム

○地域住民へ避難情報、避難所開設情報などを伝達する手段が

多様であり、システムも複数ある

→入力作業に手間がかかる

○公共情報コモンズを経由して、様々なメディアや緊急速報メー

ルにワンストップで情報を発信

○平時から入力テンプレートを決めておき、災害時は微修正して

内容を確定

→迅速かつ効率的に地域住民に災害情報が伝達できる

従来の問題点と解決方法（５）
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官民協働危機管理クラウドシステム

○災害時になってはじめて各種情報をゼロから手入力しなけれ

ばならない

→混乱した状況で、情報量が増える中で入力まで手がまわらない

○平時から災害規模に応じた災害対応のタスク応じて、システム

上に事前設定を行っておく

例）各種ハザードマップ、被害想定図、避難所情報、部署間の

情報共有内容、協力要請先、広報・告知文等

→災害時に入力を極力省いてシステムが利用できる

従来の問題点と解決方法（６）
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官民協働危機管理クラウドシステム
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官民協働危機管理クラウドシステム

市災害市災害市災害市災害

対策対策対策対策

本部本部本部本部

道路班

避難所班

県災対本部

ライフライン事業者

（電力、通信会社等）

自衛隊

緊急消防支援隊

緊急災害

対策派遣隊

（TEC-FORCE）

建設業協会

（建設業者）

福祉施設

マスコミ

住民

近隣市町村

関係省庁

（国交省、気象庁等）

消防本部

県土木

システム

関係機関の情報連携関連図（例）
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官民協働危機管理クラウドシステム

■風水害（台風・前線接近）

＜現状＞

CCTVカメラや河川水位、雨量などのデータは

別々の画面で確認

○複数の情報を一元化

○データの二次利用も見据える

利用イメージ１（警戒期）
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官民協働危機管理クラウドシステム

市災害市災害市災害市災害

対策対策対策対策

本部本部本部本部

道路班

避難所班

県災対本部

ライフライン事業者

（電力、通信会社等）

自衛隊

緊急消防支援隊

緊急災害

対策派遣隊

（TEC-FORCE）

建設業協会

（建設業者）

福祉施設

マスコミ

住民

近隣市町村

関係省庁

（国交省、気象庁等）

消防本部

県土木

システム

利用イメージ１（警戒期）の情報連携関係
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情報伝達・要請

情報共有・調整

官民協働危機管理クラウドシステム

■避難準備情報の発令

＜現状＞

・緊急速報メールへの配信は、携帯3社別々に対応

・マスコミへの広報も別途対応

○公共情報コモンズ経由で一括配信

利用イメージ１（警戒期）
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官民協働危機管理クラウドシステム

市災害市災害市災害市災害

対策対策対策対策

本部本部本部本部

道路班

避難所班

県災対本部

ライフライン事業者

（電力、通信会社等）

自衛隊

緊急消防支援隊

緊急災害

対策派遣隊

（TEC-FORCE）

建設業協会

（建設業者）

福祉施設

マスコミ

住民

近隣市町村

関係省庁

（国交省、気象庁等）

消防本部

県土木

システム

利用イメージ１（警戒期）の情報連携関係
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情報伝達・要請

情報共有・調整

官民協働危機管理クラウドシステム

＜現状＞

・災害発生後に被災情報を登録（入力）するので

システムへの登録が追い付かない

○事前登録された被害想定情報を利用して、

被災対応に必要な情報のみを登録

利用イメージ２（事前登録情報によるオペレーション）
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例）三条市における道路被害想定箇所の事前登録情報



官民協働危機管理クラウドシステム

官民協働危機管理クラウドシステム

五十嵐川五十嵐川五十嵐川五十嵐川（（（（渡良瀬橋渡良瀬橋渡良瀬橋渡良瀬橋））））水位情報水位情報水位情報水位情報

現在現在現在現在のののの水位水位水位水位 12.0ｍ12.0ｍ12.0ｍ12.0ｍ

はん濫危険水位 10.0m

避難判断水位 9.0m

はん濫注意水位 8.0m

水防団待機水位 7.5m

第１次配備　水位 11.3m以上

第２次配備　水位 12.0m以上

第３次配備　水位 13.5m以上

避難準備情報発令基準 13.5m以上

避難勧告発令基準 14.0m以上

避難発令画面へ避難発令画面へ避難発令画面へ避難発令画面へ

第第第第２２２２次配備次配備次配備次配備　　　　水位水位水位水位 12.0m12.0m12.0m12.0m以上以上以上以上



官民協働危機管理クラウドシステム

官民協働危機管理クラウドシステム

市災害市災害市災害市災害

対策対策対策対策

本部本部本部本部

道路班

避難所班

県災対本部

ライフライン事業者

（電力、通信会社等）

自衛隊

緊急消防支援隊

緊急災害

対策派遣隊

（TEC-FORCE）

建設業協会

（建設業者）

福祉施設

マスコミ

住民

近隣市町村

関係省庁

（国交省、気象庁等）

消防本部

県土木

システム

利用イメージ２の情報連携関係
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情報伝達・要請

情報共有・調整



官民協働危機管理クラウドシステム

官民協働危機管理クラウドシステム



官民協働危機管理クラウドシステム

官民協働危機管理クラウドシステム



官民協働危機管理クラウドシステム

官民協働危機管理クラウドシステム

＜現状＞

・東日本大震災では、市町村、国、県、自衛隊、

民間事業者の間で、「どこで」、「誰が」、「何をしてい

るのか」、「何が起きているのか」がわからなかった

→位置情報や地図が共有されてなかった

○本システムと内閣府のデータ流通基盤によって

各災害対応団体間の情報共有と調整・協調が

可能になる

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）
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官民協働危機管理クラウドシステム

市災害市災害市災害市災害

対策対策対策対策

本部本部本部本部

道路班

避難所班

県災対本部

ライフライン事業者

（電力、通信会社等）

自衛隊

緊急消防支援隊

緊急災害

対策派遣隊

（TEC-FORCE）

建設業協会

（建設業者）

福祉施設

マスコミ

住民

近隣市町村

関係省庁

（国交省、気象庁等）

消防本部

県土木

システム

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）
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情報伝達・要請

情報共有・調整

官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）
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＜平常時＞

藤沢市は、津波浸水想定域と津波避難ビルの情報をデータ

流通基盤に登録



官民協働危機管理クラウドシステム

② 平時：災害時の地図共有のための事前登録・設定-1
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総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）

公共情報公共情報公共情報公共情報

コモンズコモンズコモンズコモンズ

国民

都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報

システムシステムシステムシステム

民間企業

ライフライン

企業

省庁等

※※※※一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定

※※※※メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯

キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情

報配信報配信報配信報配信

各種災害情報

災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）

クラウド環境

メタデータ

データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）

※※※※データの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報の

データベースデータベースデータベースデータベース

→クリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウス

メタデータメタデータメタデータメタデータ

事前登録事前登録事前登録事前登録

官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

＜災害時＞

自衛隊がこの情報により、実被害がわからない段階から、

津波で孤立している避難者の人命救助にあたることができる

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）
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＜平常時＞

藤沢市は、津波浸水想定域と津波避難ビルの情報をデータ

流通基盤に登録



官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）
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＜平常時＞

藤沢市は、被災後に航空写真がデータ流通基盤に登録された

場合に、そのデータをプッシュするように設定

官民協働危機管理クラウドシステム

③ 災害時：事前に設定した情報を基に地図参照-2
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総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）

公共情報公共情報公共情報公共情報

コモンズコモンズコモンズコモンズ

国民

都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報

システムシステムシステムシステム

民間企業

ライフライン

企業

省庁等

※※※※一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定

※※※※メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯

キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情

報配信報配信報配信報配信

各種災害情報

災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）

クラウド環境

メタデータ

データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）

※※※※データの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報の

データベースデータベースデータベースデータベース

→クリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウス

データデータデータデータ

取得取得取得取得

更新更新更新更新

通知通知通知通知



官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

＜災害時＞

自衛隊が撮影した津波被害を示す航空写真がデータ流通基盤

に登録され、藤沢市へその情報がプッシュされる

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）

31

＜平常時＞

藤沢市は、被災後に航空写真がデータ流通基盤に登録された

場合に、そのデータをプッシュするように設定

官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）

32

＜災害時＞

藤沢市は、被災後の航空写真から実際の津波浸水域を確定し

データ流通基盤へ登録



官民協働危機管理クラウドシステム

③ 災害時：事前に設定した情報を基に地図登録

33

総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）総合防災情報システム（内閣府）

公共情報公共情報公共情報公共情報

コモンズコモンズコモンズコモンズ

国民

都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報都道府県防災情報

システムシステムシステムシステム

民間企業

ライフライン

企業

省庁等

※※※※一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定一部ライフライン情報等も配信予定

※※※※メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯メディアや携帯

キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情キャリア等へ情

報配信報配信報配信報配信

各種災害情報

災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）災害対応システム（市町村）

クラウド環境

メタデータ

データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）データ流通基盤（内閣府）

※※※※データの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報のデータの所在情報の

データベースデータベースデータベースデータベース

→クリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウスクリアリングハウス

メタデータメタデータメタデータメタデータ

登録登録登録登録

官民協働危機管理クラウドシステム

例）藤沢市での地震・津波災害を想定

＜災害時＞

自衛隊だけでなく、消防や道路班（建設業協会）、緊急災害

対策派遣隊（TEC-FORCE）なども協調・ 連携した人命救助

を支援

利用イメージ３（各関係機関の情報共有と協調）

34

＜災害時＞

藤沢市は、被災後の航空写真から実際の津波浸水域を確定し

データ流通基盤へ登録
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官民協働危機管理クラウドシステム


